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鳥取・羽田路線の５便化の継続が決定しました
　本日、羽田発着枠政策コンテストの評価結果について国土交通省から発表があり、鳥取・羽田路線に発着枠が配分されることが決定しました。

　これにより、鳥取・羽田路線は2020年冬ダイヤ（令和2年10月25日～）以降も５便化が継続されます。
記
１　各提案の評価結果（国土交通省資料 https://www.mlit.go.jp/report/press/index.html）
	順位
	提案者（空港名）
	共同提案者
	総得点

	1位
	鳥取空港
	全日本空輸
	1,225

	2位
	石見空港
	全日本空輸
	1,192

	3位
	山形空港
	日本航空
	1,163

	4位
	大館能代空港
	全日本空輸
	1,033

	5位
	三沢空港
	日本航空
	997

	6位
	下地島空港
	スカイマーク
	994

	7位
	佐賀空港
	全日本空輸
	918


　　※政策コンテスト枠（5便分）のうち4便については、上位4位までの鳥取、石見、山形、大館能代の各路線にそれぞれ1便ずつ配分。
　　※残り1便については、5位（三沢）と6位（下地島）の総得点が僅差であったため、両者にて1年間のトライアル運航を実施することとし、その実績について有識者が再度評価を行い、当該1便の最終的な配分先を決定。

２　羽田発着枠政策コンテストの概要
（１）スケジュール

	令和元年（2019）

12月18日
	募集要綱の公表及び提案募集の開始（～2月14日〆切）

	令和2年（2020）

3月04日
	「羽田発着枠政策コンテストの評価等に関する懇談会」において提案団体がプレゼンテーションを実施

	5月14日
	コンテスト選定路線の発表


	10月25日
	コンテスト枠を活用した運航の開始（～令和5年（2023）3月25日まで）
※令和5年夏ダイヤ（2023年3月26日～）以降の枠の取扱いについては、利用促進の取組、成果等を国土交通省が検証し、2年間（原則）の継続使用またはコンテストの再実施等を検討


（２）鳥取・羽田路線の提案の概要
　　　提案主体：鳥取県、全日本空輸株式会社（ＡＮＡ）
応募目的：首都圏との人の流れを拡大し、更なる地域活性化を図る。
目標　　：令和6年度の有償旅客数：42万人
主な取組：県の地方創生戦略と連動した利用促進
（「空の駅」の賑わいによる誘客、東京オリンピック・パラリンピックを契機とした外国人誘致、高度人材誘致や地域ボランティアへの支援）
　　　　　空港利用圏域の拡大（但馬、美作エリアの関係者と連携した周遊拡大）
　　　　　運賃低減の取組（小学生以下の子供への運賃支援）　など

